
開催日 2017年7月1日 (土) 
会 場  麻布大学 8号館7階 百周年記念ホール 
テーマ 今，サル類が必要とされる理由と問題点 

10:00-10:10 事務連絡・報告事項 

開会 
10:10-10:20 Opening Remark <大会長> 平川 公昭 (株式会社 新日本科学) 

■ Session 1 <座長> 鈴木 樹理 (京都大学 霊長類研究所) 

10:20-10:55 動物園におけるサル類の保護と繁殖について. 最近の取り組み 
 木村 直人 (日本モンキーセンター) 

10:55-11:30 大型類人猿情報ネットワークGAINを活用した生物学研究 
 早川 卓志 (京都大学 霊長類研究所) 

11:30-12:50 昼食・ポスターセッション・休憩 

12:50-13:10 「サル類の疾病と病理のための研究会」活動報告 

■ Session 2 <座長> 平川 公昭 (株式会社 新日本科学) 

13:10-13:45 カニクイザルの脈絡膜血管新生モデルの確立と本モデルを用いた薬効評価 
 野口 哲郎 (株式会社 新日本科学) 

13:45-14:20 カニクイザルを用いた脳動脈瘤モデル確立の取り組み 
 辻 敬一 (滋賀医科大学 脳神経外科学講座) 

14:20-14:55 再生医療実現のためのサル類モデルに関わる微生物学統御 
 中村 紳一朗 (滋賀医科大学 動物生命科学研究センター) 

14:55-15:15 休憩 

■ Session 3 <座長> 小野 文子 (千葉科学大学) 

15:15-15:50 NCNPにおけるマーモセットの有用性と問題点 
 斎藤 亮一 (国立精神・神経研究センター) 

15:50-16:50 融合科学としての霊長類医科学：新しいパラダイムの提案 
 伊佐 正 (京都大学大学院 医学研究科) 

16:50-17:10 総合討論・意見交換 <座長> 山海 直 (医薬基盤・健康・栄養研究所) 

閉会 

17:30-19:30 懇親会 テラス「いちょう」(麻布大学構内)

【主催】サル類の疾病と病理のための研究会 
The Society of Primate Diseases and Pathology (SPDP)

第26回サル疾病ワークショップ 

PROGRAM


